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１. 安全・快適を目指すカーエレクトロニクス市場の概要  2.5 ABS（アンチロックブレーキングシステム）  3.4　HUD（ヘッドアップディスプレイ） ５． 技術開発動向
 1.1　自動車販売市場の概況    2.5.1 製品概要・定義    3.4.1 製品概要・定義  5.1  カーエエレクトロニクスの概要

 1.2　交通事故の現状 　 2.5.2 市場データ 　 3.4.2 市場データ

 1.3　安全技術の動向 　　①出荷数量の推移と予測（2005～2015年／国内・世界） 　　①出荷数量の推移と予測（2005～2015年／国内・世界）  5.2  安全・快適性を目指した研究開発プロジェクト

 　1.3.1　運転支援システムの概要 　　②出荷金額の推移と予測（2005～2015年／国内・世界） 　　②出荷金額の推移と予測（2005～2015年／国内・世界）    1) 国土交通省先進安全自動車（ASV）プロジェクト

 　1.3.2　視界確保支援システムの概要 　　③自動車搭載率の推移と予測（2005～2015年／国内・EU・北米） 　　③自動車搭載率の推移と予測（2005～2015年／国内・EU・北米）     （１）プロジェクトの概要

 1.4　今後の安全・快適を目指すカーエレクトロのクスの技術予測 　　④メーカーシェア（2007年／国内・世界） 　　④メーカーシェア（2007年／世界）     （２）プロジェクトで開発されたシステム

　　⑤価格動向 　　⑤価格動向     ①居眠り運転等警報システム

２. 安全・快適を目指す運転支援システム 　2.5.3 自動車メーカー別の動向 　3.4.3 自動車メーカー別の動向     ②車両危険状態モニタシステム

 2.1 ACC（アダプティブクルーズコントロール）   2.5.4 主要メーカー動向   3.4.4 主要参入メーカー別の動向     ③良好な運転視界の確保システム

   2.1.1 製品概要・定義   2.5.5 キーデバイス動向   3.4.5 キーデバイス動向     ④夜間の障害物等検知システム

　 2.1.2 市場データ   2.5.6今後の予測   3.4.6今後の予測     ⑤警報灯火自動点灯システム

　　①出荷数量の推移と予測（2005～2015年／国内・世界）     ⑥渋滞・事故情報,路面状況等関連ナビゲーションシステム

　　②出荷金額の推移と予測（2005～2015年／国内・世界）  2.6危険状態での運転予防システム  3.5　ドライブレコーダ          等３８件　　

　　③自動車搭載率の推移と予測（2005～2015年／国内・EU・北米）    2.6.1居眠り防止（予防）    3.5.1 製品概要・定義   2) 各社のASV試作車

　　④主要メーカーシェア（2007年／国内・世界） 　　　①システム概要 　 3.5.2 市場データ 　　　（１）トヨタASV試作車

　　⑤価格動向 　　　②自動車メーカー別の動向 　　①出荷数量の推移と予測（2005～2015年／国内） 　　　（２）その他各社のＡＳＶ試作車

　2.1.3 自動車メーカー別の動向 　　　③主要メーカー動向 　　②出荷金額の推移と予測（2005～2015年／国内）   3) ITS 　プロジェクトの流れと今後の予測

  2.1.4 主要メーカー動向 　　　④今後の予測 　　③メーカーシェア（2007年／国内）     （１）新交通管理ンステム（UTMS)

  2.1.5 キーデバイス動向 　　2.6.2飲酒運転防止システム 　　④価格動向     （２）道路交通情報通信システム（VICS）

  2.1.6今後の予測 　　　①システム概要  　3.5.3 自動車メーカー別の動向     （３）走行支援道路システム（AHS）

　　　②自動車メーカー別の動向    3.5.4 主要参入メーカー別の動向     （４）自動運転システム

 2.2 衝突被害軽減ブレーキ 　　　③主要メーカー動向    3.5.5 キーデバイス動向     （５）国土交通省ITS、ASVプロジェクト　

   2.2.1 製品概要・定義 　　　④今後の予測    3.5.6今後の予測

　 2.2.2 市場データ  5.3  セーフティカーの実用化

　　①出荷数量の推移と予測（2005～2015年／国内・世界） ３．安全・快適を目指す視界確保支援システム ４．キーデバイス動向   1) 実用化の状況

　　②出荷金額の推移と予測（2005～2015年／国内・世界）  3.1ナイトビジョン  4.1　ミリ波レーダ

　　③自動車搭載率の推移と予測（2005～2015年／国内・EU・北米）    3.1.1 製品概要・定義    4.1.1  製品概要・定義     （２）レーダクルーズコントロールシステム

　　④メーカーシェア（2007年／国内・世界） 　 3.1.2 市場データ 　 4.1.2  市場データ     （３）ナイトビジョンシステム(夜間前方歩行者注意喚起装置)

　　⑤価格動向 　　①出荷数量の推移と予測（2005～2015年／国内・世界） 　　①出荷数量の推移と予測（2005～2015年／国内・世界）     （４）レーンキーピングアシストシステム（車線維持支援制御装置）

　2.2.3 自動車メーカー別の動向 　　②出荷金額の推移と予測（2005～2015年／国内・世界） 　　②出荷金額の推移と予測（2005～2015年／国内・世界）     （５）居眠り運転警報システム

  2.2.4 主要メーカー動向 　　③自動車搭載率の推移と予測（2005～2015年／国内・EU・北米） 　　③メーカーシェア（2007年／国内・世界）     （６）車車間通信利用運転支援システム

  2.2.5 キーデバイス動向 　　④メーカーシェア（2007年／国内・世界） 　　④価格動向   2) センサーを用いたドライビングアシストシステムの技術

  2.2.6今後の予測 　　⑤価格動向  　4.1.3 自動車メーカー別の動向   3) イメージセンサ技術

　3.1.3 自動車メーカー別の動向    4.1.4 主要メーカー動向     （１）ステレオ画像認識

 2.3 レーンキープアシスト   3.1.4 主要メーカー動向    4.1.5 主要用途動向     （２）画像処理

   2.3.1 製品概要・定義   3.1.5 キーデバイス動向    4.1.6 今後の予測   4) レーダセンサ技術

　 2.3.2 市場データ   3.1.6今後の予測   5) センサの複合化と今後の動向

　　①出荷数量の推移と予測（2005～2015年／国内・世界）  4.2　レーザレーダ     （１）レーザレーダとカメラのセンサフュージョン

　　②出荷金額の推移と予測（2005～2015年／国内・世界）  3.2 バックモニタ    4.2.1  製品概要・定義     （２）レーザレーダとカメラのセンサフュージョン

　　③自動車搭載率の推移と予測（2005～2015年／国内・EU・北米）    3.2.1 製品概要・定義 　 4.2.2  市場データ     （３）ミリ波レーダとカメラのセンサフュージョン

　　④メーカーシェア（2007年／国内・世界） 　 3.2.2 市場データ 　　①出荷数量の推移と予測（2005～2015年／国内）     （４）さらに複雑化するセンサ

　　⑤価格動向 　　①出荷数量の推移と予測（2005～2015年／国内・世界） 　　②出荷金額の推移と予測（2005～2015年／国内）

　2.3.3 自動車メーカー別の動向 　　②出荷金額の推移と予測（2005～2015年／国内・世界） 　　③メーカーシェア（2007年／国内）  5.4  車両安定化システムと各種車載センサーの動向

  2.3.4 主要メーカー動向 　　③自動車搭載率の推移と予測（2005～2015年／国内・EU・北米） 　　④価格動向   1)車両安定化技術

  2.3.5 キーデバイス動向 　　④メーカーシェア（2007年／国内）  　4.2.3 自動車メーカー別の動向     （１）アンチブロックブレーキシステム（ＡＢＳ）

  2.3.6今後の予測 　　⑤価格動向    4.2.4 主要メーカー動向     （２）トラクションコントロールシステム

　3.2.3 自動車メーカー別の動向    4.2.5 主要用途動向     （３）ＥＳＣ（横滑り防止装置）

 2.4 ESC（横滑り防止装置）   3.2.4 主要メーカー動向    4.2.6 今後の予測     （４）VDIM(VehicleDynamicsIntegratedManagement)

   2.4.1 製品概要・定義   3.2.5 キーデバイス動向     （５）アクティブ操舵システム

　 2.4.2 市場データ   3.2.6今後の予測  4.3　操舵角センサ     （６）バイワイヤ技術

　　①出荷数量の推移と予測（2005～2015年／国内・世界）    4.3.1  製品概要・定義   2) 車搭載センサーの技術動向

　　②出荷金額の推移と予測（2005～2015年／国内・世界）  3.3 AFS(アダプティブ・フロントライティングシステム） 　 4.3.2  市場データ     （１）角速度センサ

　　③自動車搭載率の推移と予測（2005～2015年／国内・EU・北米）    3.3.1 製品概要・定義 　　①出荷数量の推移と予測（2005～2015年／国内・世界）     （２）加速度センサ

　　④メーカーシェア（2007年／国内・世界） 　 3.3.2 市場データ 　　②出荷金額の推移と予測（2005～2015年／国内・世界）     （３）その他のセンサ

　　⑤価格動向 　　①出荷数量の推移と予測（2005～2015年／国内・世界） 　　③メーカーシェア（2007年／国内・世界）

　2.4.3 自動車メーカー別の動向 　　②出荷金額の推移と予測（2005～2015年／国内・世界） 　　④価格動向  5.5  ECU技術の動向

  2.4.4 主要メーカー動向 　　③自動車搭載率の推移と予測（2005～2015年／国内・EU・北米）    4.3.3 主要メーカー動向   1) ECUプロセッサの動向

  2.4.5 キーデバイス動向 　　④メーカーシェア（2007年／国内・世界）    4.3.4 主要用途動向   2) ソフトウエア開発技術の動向

  2.4.6今後の予測 　　⑤価格動向    4.3.5 今後の予測

　3.3.3 自動車メーカー別の動向  5.6  海外の動向

  3.3.4 主要メーカー動向  4.4　統合ECU

  3.3.5 キーデバイス動向    4.3.1  製品概要・定義  5.7  技術の将来予測

  3.3.6今後の予測 　 4.3.2  市場データ

　　①出荷数量の推移と予測（2005～2015年／国内・世界）

　　②出荷金額の推移と予測（2005～2015年／国内・世界）

　　③メーカーシェア（2007年／国内・世界）

　　④価格動向

   4.3.3 主要メーカー動向

   4.3.4 主要用途動向

   4.3.5 今後の予測
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    （１）プリクラッシュセーフティーシステム（前方障害物衝突被害軽減制動制御装置）

2008年　安全・快適性を指向したカーエレクトロニクスの将来展望
―　運転支援システム、視界確保支援システムの市場展望と技術開発動向　―

 【ご注文・お問い合わせ窓口】
   株式会社 デルタアイディ総合研究所　　
   　TEL　03-6419-8566　　FAX　03-6419-8567

レーダやカメラなどのセンサ技術の開発に伴い、周囲の情報が的確に捉えられるよ
うになってきた。これに伴い、安全技術も衝突時の被害を軽減する機能から、予防安
全へと領域を拡大している。
この予防安全技術は、ドライバーに安全をもたらすだけではなく、運転負荷を軽減す
る快適な運転環境をももたらすことができる。
高級車から普及車へと拡大しつつある自立型運転支援システムについて、代表的な
ものをピックアップ。概要から搭載台数・搭載率について、直接取材等に基づき算
出。出荷数量については、国内・EU・北米での地域別によるニーズの違いから、
2015年までを予測。

・製品化時に話題となった、ナイトビジョンや、視線移動をほとんどせずに情
報が確認できるヘッドアップディスプレイなど、技術面は確実に進歩を遂げて
いる。今後の普及への見通しはどうなのか？
・国内では、カーナビの普及が進み、このことに牽引され普及しているバック
モニタではあるが、EUや北米でのニーズはどうか？
・機械式制御当時から、欧州で開発されていたアダプティブヘッドライト。様々
な電子制御化に伴い、搭載しやすくなり各社のラインナップに加わるように
なってきている。今後も順調に拡大していくのか？
ホ ダ す も参 を開始 たド ブ ダ タク 等 業務 向

ここ数年の、自動車のエレクトロニクス化
が留まることを知らない。機械式から電子
制御へと大きく変貌し、ある意味ではロ
ボット化してきている面もある。また、この
エレクトロニクス化が安全技術の開発を推
し進めている。
レーダやカメラなどによるセンサが、車両
周辺の情報をセンシングし、ECUにより判
断され、ドライバーへの警告を行い、さら
にはブレーキングの支援など補助的では
あるものの制動をサポートするシステムま
で開発されている。
これらの安全技術に関する最新有力技術
文献を中心に調査、解析し独自の技術予
測を実施している。
また、EU・アメリカにおける動向も概観して
いる。

国主導の基礎技術開発プロジェクト（ITS-Japan、マイクロマシ
ンセンタ等）情報を基に、技術のブレークスルーを予測。
（主要なセンサ系を主体に、2020年頃までの技術予測を展開）

視界確保支援システムでは、技術面は先行して
いるが高額なこともあり搭載まで結びついてい
ない感がある。しかし、安全な運転環境に対す
る貢献度は高く、今後の拡大が期待される。普
及の見通しについて、直接取材等により、2015
年にいたるまでの搭載台数を予測。

運転支援システム・視界確保支援システム等を支える
キーデバイスから、ミリ波レーダ・レーザレーダ・操舵角
センサ・統合ECUをピックアップ。
それぞれの製品について、国内及び世界市場を展望
し、市場規模・メーカーシェア等を概観。


